
北海道におけるブルーカーボンの取組について

北海道水産林務部水産振興課成⾧産業化戦略係
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浅海生態系における二酸化炭素吸収量の全国推計土木学会論文集B2、vol.75 2019桑江氏ほか

※参考:日本の森林面積２,５００万ha ⇔ 藻場面積２０万ha 干潟面積５万ha
環境省脱炭素化イノベーション研究調査室資料



環境省による藻場調査結果 (2018-2020年度)

アマモ場 スガモ場 海草藻場
（アマモ＋スガモ）

海藻藻場 計

ha ha ha ha ha
北海道・日本海沿岸 380 640 1,020 9,340 10,360

北海道・太平洋沿岸 15,790 6,960 22,750 12,650 35,400

　　　北海道　計 16,170 7,600 23,770 21,990 45,760
東北太平洋沿岸 160 40 200 4,760 4,960
中部太平洋沿岸 970 0 970 9,830 10,800
本州・北部日本海沿岸 3,190 120 3,310 14,980 18,290
本州・南部日本海沿岸 1,660 1,020 2,680 21,640 24,320
四国－九州沿岸 610 0 610 47,920 48,530
南西諸島沿岸 10,230 0 10,230 1,110 11,340
小笠原諸島沿岸 0 0 0 340 340

合　　計 32,990 8,780 41,770 122,570 164,340

2030年度の削減目標（中期目標）



2030年度の削減目標（中期目標）

2013年度比48％削減 ▲ 3,581万t-CO2

削減 計2,439万t-CO2

吸収 計1,142万t-CO2

森林吸収源 850万t-CO2
農 地 276万t-CO2
都市緑化 16万t-CO2 

日本製鉄・増毛漁協によるクレジットの取得

北海道ブルーカーボン推進協議会設立

振興局における協議会設立



【新規】北海道ブルーカーボン推進事業費 
 

【目 的】 

 ブルーカーボンの取組を推進するため、CO2 吸収量の算定等を行い、カーボンクレジ

ットの取得を促すとともに、認知度向上に向けた普及啓発を行う。 

 

【現 状】 

〇道はこれまでも国の事業を活用し、藻場の造成や漁業者等が取り組む保全活動への支援

等を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

〇国内におけるブルーカーボンに関する動き 

 国内の状況 

吸収量 
ブルーカーボンによる CO2 吸収量については、国の研究機関等が藻場タ

イプ別の吸収係数評価モデルの開発と国内における吸収量の評価等を推進 

クレジット 
ブルーカーボンのクレジットは、国土交通省が認可した団体（JBE）が、

「J ブルークレジット」として試行的に運用 

※JBE(ジャパンブルーエコノミー技術研究組合)：J ブルークレジットの認証、発行、売買等を実施 

 

【事業内容】 

海藻等による CO2 吸収量の算定を行い、クレジットを活用した保全活動等の実証や普

及啓発を行う。 

区 分 内 容 

クレジット

取得促進 

○クレジット取得に係るガイドラインの作成【委託】 

・雑海藻駆除や海藻養殖によるモデル事業の実施 

普及啓発 ○ブルーカーボンの認知度向上に係る情報発信 

 

【予算額】 

予算額（千円） 国 道 その他 開始年度 担当課・係 

R５年度 

（委託費等） 
10,732 ０ 10,732 ０ R５年度 

水産振興課 

成長産業化戦略係 

【特定財源】基金繰入金(温暖化防止対策基金、ふるさと寄附)  


